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高 校 生 ボ ラ ン テ ィ ア リ レ ー

　米子東高校 JRC 部は、2 年生６人と１年生４人で活動しています。令和３年度に引き続き、令和４年度

も新型コロナウィルスの影響で、活動が思うようにできない日々が続いています。しかし、新型コロナウィ

ルスの影響があっても何かできることはないか、他校の部員の方々と考える機会があり、たくさんのアイ

ディアをもらうことができました。私たちは、まず JRC 部という存在を知ってもらうことから始めたい

と思っています。そこで今年度、新入生を歓迎するにあたって、何か JRC 部を PR できる取り組みができ

ないか考えています。新しい部員と一丸となって、新しい活動にも積極的に取り組んでいきたいと思います。

鳥取県高等学校青少年赤十字 ( ＪＲＣ ) 部

鳥取県立米子東高等学校ＪＲＣ部  　　　   

　
第
11
回
を
迎
え
る
今
大
会
。
絶
景
の
城
・
米
子
城
の
麓
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス

イ
ム
レ
ー
ス
。
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
　
６
月
25
日
（
日
）
６
時
～
14
時

場
所
　
米
子
湾
お
よ
び
米
子
市
湊
山
公
園

内
容
　
大
会
準
備
・
駐
車
場
誘
導
・
受
付
・
給
水
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
補
助
・

記
録
証
渡
し 

他

参
加
条
件
　
競
技
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
高
校
生
以
上
の
方
。

説
明
会 

　【
日
時
】
当
日
（
６
月
25
日
）
６
時
～

　
　
　
　 

【
場
所
】
米
子
市
湊
山
公
園

申
込
方
法

　
Ｈ
Ｐ
内
の
応
募
ペ
ー
ジ
ま
た
は
下
記
の
お
申
込
み
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ご
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

締
切
　
５
月
19
日
（
金
）

支
給
品
等
　
ス
タ
ッ
フ
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
弁
当
、
飲
み
物
を
用
意
い
た
し
ま
す
。

問
合
わ
せ
　
中
海
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ム
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
米
子
市
新
開
２
丁
目
１
‐
７
（
株
式
会
社
ス
リ
ー
ブ
イ
内
）

　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
３
２
‐
５
５
６
６
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
２
‐
８
１
６
０

　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：h

ttp
s:/

/
th

ree-v
.jp

/
n

a
k

a
u

m
i-o

w
s/

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

大

募

集

米
子
市
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

中
海
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ム
２
０
２
３

　
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
曜
日
・
時
間
は
要
相
談

場
所
　
セ
ン
タ
ー
屋
内
外

内
容

・
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
本
の
返
却
や
本
棚
の
整
理
、
本
の
修
復
な
ど
）

・
事
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
運
営
補
助
、
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
な
ど
）

・
館
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
館
内
に
あ
る
お
も
ち
ゃ
の
整
理
整
頓
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
・
昔
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
び
な
ど
の
遊
び
方
指
導
、
ホ
ワ
イ
エ
で
の
工
作
な
ど
）

・
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
敷
地
内
の
除
草
、
花
植
え
な
ど
）

募
集
期
間
　
４
月
１
日
（
土
）
～
30
日
（
日
）
開
館
時
間
９
時
～
17
時

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
初
心
者
講
習
会
（
５
／
14
　
ま
た
は
５
／
21
　 

い
ず
れ
も
13
時
～
）

に
参
加
後
、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
開
始
。
高
校
生
（
未
成
年
）
の
方
は
保
護
者
の

方
の
署
名
が
必
要
で
す
。

問
合
わ
せ
　
米
子
市
西
町
１
３
３
（
火
曜
日
休
館
）

　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
３
４
‐
５
４
５
５
（
担
当:

井
田
・
中
井
）

（日）

（日）

VOLUNTEERによる福祉のまちづくり

4・54・5月号月号 ぼらんてぃあ情報

ゲ
ス
ト
ス
イ
マ
ー
は
、

競
泳
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

メ
ダ
リ
ス
ト
の

　
松
田
丈
志
氏
で
す
。

お申込みQR
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新
年
度
に
当
た
っ
て

　
令
和
５
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
米
子
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
議
会
は
、
35
年
前
の
１
９
８
８
（
昭
和
63
）

年
、「
米
子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
」
と

し
て
発
足
、
１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
に
「
米
子
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
」
と
名
称
を
変
更
し
、
今
に

至
り
ま
す
。

　
さ
て
、
新
年
度
に
当
た
り
、「
協
議
会
」
に
つ
い
て

改
め
て
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、「
さ
ま
ざ
ま
な
あ
る
い

は
同
様
な
立
場
の
人
々
や
、
団
体
が
集
ま
っ
て
議
題

に
つ
い
て
実
現
化
に
む
け
た
議
論
を
し
、
実
現
に
結

び
つ
け
る
こ
と
を
協
議
と
い
い
、
そ
う
い
っ
た
会
を

協
議
会
と
い
う
」
と
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
米
子
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
に
は
、
17
団
体
が
所
属
し
て

い
ま
す
。
年
度
初
め
に
総
会
を
行
っ
て
、
昨
年
度
と

今
年
度
の
活
動
等
の
確
認
を
し
、
実
行
委
員
会
等
で

議
論
を
重
ね
、
活
動
計
画
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
各
団
体
の
協
力
と
役
割
分
担
等
が
必
須
で

す
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
、「
協
議
会
」
は
存
続
で
き
な

い
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
イ
ザ
と
い
う

と
き
に
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
を
も
た
ら
し
、
一
団
体
で

は
で
き
に
く
い
こ
と
も
協
議
会
と
し
て
動
く
こ
と
で

実
現
し
や
す
く
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
に
関
し
て
は
、
２
０
０
０
（
平
成
12
）

年
に
鳥
取
県
西
部
地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
、
い
ち
早

く
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
、

災
害
の
復
興
に
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
多
様
で
大
規

模
な
災
害
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
専
門
知
識
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
、
さ

ら
に
は
個
人
情
報
の
問
題
も
あ
り
、
今
で
は
各
地
域

の
社
会
福
祉
協
議
会
が
役
割
を
担
う
体
制
が
整
い
つ

つ
あ
り
ま
す
。
米
子
市
で
も
、
米
子
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
そ
の
役
割
を
担
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
米
子

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
も
今
後
、
連
携
と
協
力
を

行
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

会
長
　
中
村
富
士
子

う ご き

１月

◆17日…米子市障がい者支援課へ相談協議

　　　　（中村）

２月

◆２日…第２回鳥取県社会福祉審議会

　　　　（オンライン）（中村）

◆４日…誌面打合せ（小島）

◆９日…第４回実行委員会（16団体）

◆10日…第３回米子市地域福祉計画・地域

　　　　福祉活動計画個別検討会

　　　　（オンライン）（中村）

◆16日…第２回役員会（中村、岩浅、小島、

　　　　辻、小磯、友松、内藤）

◆27日…鳥取県ボランティア・市民活動

　　　　運営委員（オンライン）（斉木）

１月 16 日～３月 15 日
　山陰の春の訪れを実感するのも２回目。青空を見上

げると気持ちも上がるのですが、ときを同じくして

やっかいなお客さまがやってきます。もはや「国民病」

とも言える「花粉症」です。鼻がムズムズ、くしゃ

み連発、とめどなく流れる鼻水のためにゴミ箱の中は

ティッシュの山。今年は花粉飛散の当たり年だとかで、

目の方にも症状が出てきました。涙で潤んだ瞳にうっ

とりするなんて余裕もなく、ツライ日々を過ごしてい

ます。やっかいなお客さまの飛散（悲惨）ピークが過

ぎるまで、「不審者」になりかねない完全装備で市内

を闊歩する毎日です。大好きな桜だよりが届くことを

心待ちにして。

 （小島知子）

～やっかいなお客さま～

小さな発見、日々折々 (６)

第４回実行委員会

第２回役員会
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令
和
４
年
度

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
」（
報
告
）

　
昨
年
度
は
初
の
試
み
と
し
て
、
講
師
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ
ん
を
お
招
き
し
、
５
回

に
渡
っ
て
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の

回
も
前
半
は
、
セ
ン
タ
ー
職
員
よ
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
心
構
え
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
後
半
は
、
①
誘
導
介
助
・

点
訳
、
②
手
話
、
③
要
約
筆
記
、
④
子
ど
も
食
堂
・

乗
馬
セ
ラ
ピ
ー
、
⑤
傾
聴
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
の
皆
さ
ん
に
、
活

動
内
容
に
つ
い
て
の
お
話
し
や
、
体
験
指
導
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
回
も
大

好
評
で
、
次
な
る
一
歩
へ
と
踏
み
だ
さ
れ
た
受

講
者
の
皆
さ
ん
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
米
子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年

度
も
引
き
続
き
講
座
の
開
催
を
企
画
し
て
お

り
ま
す
。
あ
な
た
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
魅
力
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

※米子市ボランティアセンターを通して行われたデータです。

ボランティアデータ
１月 1 日～２月 28 日

新規個人登録

（登録総数　375 人）

新規団体登録

（登録総数　85 団体 2,812 人）

依頼（要請・お願い）

相談（助言・情報提供）

コーディネート

（うち活動団体 / 3 団体、個人 / 6 人）

 5 人

 0 団体

 3 件

45 件

 9 件

団
体
紹
介

レ
イ
ン
ボ
ー
・
ツ
リ
ー

　「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
」

の
助
成
を
受
け
て
昨
年
末
か
ら
活
動
を

始
め
ま
し
た
。

　
場
所
は
八
幡
三
区
地
区
会
館
（
米
子

市
八
幡
４
８
３
）。
米
子
市
か
ら
お
借

り
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
子
ど
も
食
堂
（
11
時
30
分
～

13
時
30
分
）
で
精
一
杯
で
す
が
、
遊
び
・

交
流
・
お
し
ゃ
べ
り
・
学
習
・
相
談
・

お
手
伝
い
な
ど
何
で
も
あ
り
、
ど
な
た

で
も
ど
う
ぞ
の
居
場
所
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

　
会
場
は
10
時
～
15
時
ま
で
開
け
て
い

ま
す
。

　
晴
れ
た
日
に
は
大
山
が
よ
く
見
え
ま

す
。
一
人
で
も
、
お
友
だ
ち
と
で
も
、

の
ん
び
り
し
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
を
終
え
た
主
婦
４
人
と
応
援

し
て
く
だ
さ
る
方
た
ち
の
協
力
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
参
加
が
力

に
な
り
ま
す
。

代
表
　
坂
田
か
お
り

フレイル予防にギアチェンジ！
（介護支援ボランティアで活躍されている方紹介）

「フレイル」とは、加齢とともに心身の活力が低下し、要介護状態となる危険性が高くなった状態をいいます。健康と要介
護の中間に位置し、放っておくと要介護につながる危険が高まります。早めに気づき適切な取組を行うことで、進行を防ぎ、
健康寿命を延ばせます。あなたもボランティア活動をしながら「フレイル予防」をはじめませんか？

◆ボランティア活動のきっかけ
フレイル予防にと、『ふらっと運動体験』に参加した事で肩こり、腰痛が改善し
ました。引き続き参加していたところ、知人からボランティアのお誘いを受け、
一緒に運動もできると聞き、何かお役に立てればと思い活動に加わりました。
◆ボランティア活動をして良かったこと
知り合いも増え、多くの方たちと交流が持てる様になりました。定期的に参加
することで自分自身の体調管理にもなり、フレイルや認知症予防にも役立って
いるように思います。

永江地区　伊田　圭子さん

第５回　傾聴ボランティア体験
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約
３
年
４
ヶ
月
に
渡
り
、
世
の

中
を
騒
然
と
さ
せ
て
き
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
こ
の

度
の
見
直
し
で
、
分
類
が
引
き
下

げ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
す
っ
か
り
習
慣
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
マ
ス
ク
生
活
に
、
き
っ
ぱ

り
と
別
れ
を
告
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間

が
か
か
り
そ
う
だ
が
、
緩
和
さ
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
嬉
し
い
限
り

だ
。

　
マ
ス
ク
無
し
で
の
対
面
に
、「
初

め
ま
し
て
」
と
名
刺
交
換
す
る
光

景
が
、
あ
ち
こ
ち
で
見
受
け
ら
れ

る
か
も
!?
あ
な
恐
ろ
し
や
！

（
あ
み
た
ん
マ
マ
）

　市民により構成された住民団体を対象に、地域の課題解決やより良い生活のた

めに自主的かつ継続的に行う住みよいまちづくりのための事業を支援します。

■交付金の対象となる事業

　①　地域の困りごとの解決や住みよいまちづくりのために行う事業

　②　地域の特色を生かしたまちづくりのために行う事業

　③　これまでのまちづくり活動を進展させる事業

　※国、地方公共団体または公益法人から、補助、助成または委託を受けて行う

　　事業については応募できません。

■応募資格等

　・市内を拠点に活動する団体

　・５人以上で構成（過半数が市内に在住、通勤、在学）

　・会則や規約がある団体

■交付金の種類（１団体につき１事業）

　・ちょっこし活動コース

　　（団体の活動実績不問）：対象経費の相当額（上限10万円）

　・がいな活動コース

　　（1年以上の活動実績のある団体）：対象経費の3分の2以内（上限30万円）

　・継続活動コース

　　（過去に交付金を受領した団体）：対象経費の2分の1以内（上限20万円）

■申請書類

　まちづくり企画課、淀江支所、米子市ボランティアセンター、市内各公民館に

　あります。米子市ホームページからも入手できます。

■応募期間

　4月3日（月）から４月28日（金）まで

■問合せ・申込み先

　米子市役所　まちづくり企画課（本庁４階）TEL23‐5373

「 火曜の会」 朗読コンサート
第３５回『 おかあさんだぁ～いすき』 ～母の日に寄せて～

米子市まちづくり活動支援交付金事業を募集します

助成金・イベント情報

編 

集 

後 

記

　さわやかな５月のひととき、皆さまのお越しをお待ちしております。

■と　き　5月13日（土）13：30 ～ 15：00

■ところ　米子市立図書館　2階　多目的研修室

■内　容　絵本「おかん・こんとあき」、ペープサート人形劇「はしれ！かぼちゃ」、

　　　　　米子の民話「米子城の妖怪ほか」、朗読「沁みる夜汽車の物語」、

　　　　　詩と作品「森崎道安さん・リトさん」

■共　催　米子市立図書館

■後　援　米子市教育委員会

■主　催・問合わせ

　　　　　米子市朗読ボランティア「火曜の会」　ＴＥＬ29‐7190（笹鹿啓子）

月 月 休 館 日

開所時間　８：30 ～ 17：15

※水曜日が祝日の場合は開館し、翌日が
　休館日となります。

5 日、12 日、19 日、26 日

　4日、10 日、17 日、24 日、31 日

【4月】

【5月】

4 5

入場無料


